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　コンタクトレンズ歴３０
年以上の田中花子さん（仮
名）（似顔絵）に聞きました。

×　　　　×
　中学３年生のころ。乱視
で、かけていた牛乳瓶の底
のような分厚い眼鏡がイヤ
でイヤで。部活のバスケッ
トボールもぼやけ
たままでやってい
ました。そんなと
きコンタクトレン
ズを着けていた母
に勧められ、京都
駅前診療所でハー
ドレンズにしまし
た。世界が一気に変わりま
した。嬉しかったですね。
　今はＯ２です。よく落と
すので、10年程前にメルス
プランに入りました。ス
キーが好き。ゴーグルを着
けたり外したりするときコ
ンタクトレンズだったらわ

ナカノ眼科朝日会館診
療所がいよいよホテル
オークラ京都の地下２階
（写真）に移転。オープ
ンに向け全職員上げて準
備をしています。患者さ
んがスムーズに移れるよ
うにと、同診療所サブマ
ネージャーを中心に設計
図は10回以上書き直し出
来上がりました。

ナカノ眼科本院は、手
術用の最新鋭システム
「NGENUTY3Dヴィジュ
アルシステム」（写真）を
導入。従来のアナログ顕
微鏡に代わるもので、拡
大された視野での複雑な
外科的作業がやり易くな
り安全性が高まります。
患者さんにとってもまぶ
しさが軽減されます。

ずらわしくないですね。
いっしょに滑る娘にも勧め
ました。３世代続くナカノ
眼科ファンですよ（笑）。
　実は、一度浮気をしまし
た。しかし他所は従業員さ
んが少なく検査も頼りなく、
目のことなので不安になっ

て戻ってきました
（ 笑 ）。 戻 る と、
やっぱり安心、少
しぐらい待ち時間
が長くても（笑）。
　こんなこともあ
りましたよ。だい
ぶ前のことですが、

ハードレンズの新しい洗浄
の仕方を習った時。教え方
が上から目線でねぇ…。で
も、休日もいけるし、予約
もできるし、総合的には
やっぱりナカノ眼科です。
この前も友だち２人を紹介
しましたよ。もう４人ぐらい。
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明けまして、おめでとうござ
います。

　ケンタウロス、グリフォン、ケ
ルベロス…、変異株の名前がまる
でカードゲームの様相を呈してき
たコロナ禍も３回目の新年を迎え、
依然、終息の兆しも見えず、現在
第８波の只中にあります。しかし
ながら、現在のウイルス
株は、感染力は強くても
毒性は弱く、重症化率が
低く抑えられているため、
政府は、感染拡大でも行
動制限はしないと「ウィ
ズ・コロナ」へと舵を
切っています。感染症法
上の位置づけを、インフ
ルエンザ並みの「５類」
への引き下げも検討され
始めました。コロナ疲れ
の毎日が、コロナ禍前の
当たり前であった生活に
早く戻れることを祈りた
いと思います。
　今年は卯年です。当て
はめられている動物はウ
サギです。それにちなん
で、ウサギにまつわる目
の病気についてお話した
いと思います。
　白目が充血して赤くな
ると、よく「ウサギの目
みたい」と言われます。
これは、私たちがよく見
るウサギが白いウサギで、その目
が赤くみえることがその理由です。
白ウサギは、メラニンという黒い
色素が薄く、眼球にもその色素の
量が少ないため、虹彩や眼球その
ものの血管の色が直接見えてしま
い、眼底からの光の反射で目が全
体に赤く見えるのです。

　ちなみに、白ウサギの目が赤い
のは角膜（人間では黒目に当た
る）の部分で、人間の目が赤いと
きに言う結膜（白目の部分）は赤
くありません。人間は、白目が赤
くなると、何らかの目の病気が疑
われますが、白ウサギの赤い目は
違います。気を付けないとウサギ

さん、目の病気の発見が
遅れるかもしれませんね。
　また他にも、まぶたが
閉じずに白目が見えてい
る状態のことを、ウサギ
の目と書いて「兎眼（と
がん）」と言います。顔
面神経麻痺などで上まぶ
たを挙げる筋肉の動きが
悪くなった場合や、怪我
などで上まぶたがダメー
ジを受けた場合などに生
じます。ではなぜ、まぶ
たが閉じていない状態を
兎眼と言うのでしょうか。
最初にこの用語が使われ
たのは古代ローマ時代で、
ウサギは目を開けて眠る
とされたことが由来です。
　しかし今では、ウサギ
は目を開けて眠らないこ
とが判明し、５分に１回
程度しかまばたきをせず、
起きている時には常に目
を開けているように見え
ることが、その理由と

なっています。ウサギのまばたき
が少ないのは、敵が近づいてくる
のを見逃さないように、目を長く
開けていられるよう進化した結果
で、病気の名前にされているのは
不本意だと思っているかもしれま
せん。
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■ お便りコーナー

（総代Ａさんからいただきました）

■ 日本高齢者大会に５人参加
　11月23日24日にロームシアターなど
で開かれた第35回日本高齢者大会に京都
医療生協から上木紀介、望月佳津子、田
沼文江、加藤文子、川久保雄二郎の５人
が参加しました。高齢者を取り巻く厳し
い状況や抱えている問題を政治的社会的
にとらえる場となりました。また「日本
高齢者人権宣言」がアピールされました。

■ライトハウスまつりに400人
　中野信夫顕彰事業として寄付をしてい
る京都ライトハウスの「まつり」が同会
場で10月30日開催され、視覚障碍者の
啓発活動などの紹介がありました。参加
者は約400人。京都医療生協から清水泰
治専務理事が参加しました。

■30年20年10年勤続表彰３人
　京都医療生協の職員の2022年度勤続
表彰がありました。30年の松本ちづる
さん、20年の髙木史子さん（医師）、10
年の井上道子さんが宮本和明理事長から
表彰され、感謝の言葉を贈られました。
「おめでとうございます」

■４人、新人研修２日間みっちり
　ナカノ眼科の新人研修が11月11日と
14日の２日間、千本ホールで行われま
した。参加者は４人、講師は（株）メニコ
ンの教育研修部の方々。研修テーマは
「屈折検査の基本知識」「メルスプランの
誕生背景とメリット」「接遇マナー」でし
た。参加した加藤沙羅さんは「２日目の
目の専門的な話が難しかったのですが、
もっと勉強したくなりました。そして仕
事に活かしたい」と感想を述べ、ポジティ
ブでした。

　前回に続き松尾芭蕉です。俳
句は不案内ですが、旅好きの私
には旅に散った芭蕉は惹かれる
存在。本書には、「おくのほそ
道は幕府の諜報を兼ねていた、
との前提で百句を訳した」とあ
り、興味津々。
　著者は芭蕉研究でも知られる

作家。芭蕉19から51歳没までの
百句を選び超訳、解説していま
す。超訳とは何か。「全句を現
場検証したから」と著者。何事
につけ現場を踏むと頭で考えた
こととは違う光景が見えてきま
す。芭蕉について見えてくるの
は裏の任務や人そのもの。結果、

解釈に深み、面白味、人間味が
増してきます。
　「おくのほそ道」は仙台・伊
達藩調査の旅とし、有名な「閑
かさや」の句は、若くして近習
として仕えた伊賀上野・藤堂家
の主人蝉吟（せんぎん）を追悼
するものという。また、紀行

「笈（おい）の小文」も亡君同
様に心触れる人物との禁断の旅
日記といいます。そこには素の
芭蕉がおり、心奥の想いを句に
秘め、発しています。第百句は
「旅に病んで夢は枯野をかけ廻
る」。芭蕉、「旅」に死す。ちく
ま新書。 （松本忠之）
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⇨協同組合へ
⇦協同組合から

　「眼科と言ったらナカノ眼科」
「コンタクトレンズと言ったら京
都コンタクトレンズ」と思って頂
けるような患者さんとの信頼関係
がもっと強かったと思います。８
年ほど前の大徳寺前診療所の開所
の時も（後に閉院）、信頼関係を
ゼロから作ることから始めました。
来院困難な患者さんのために往診
に行ったり、周辺地域の他科の医
院さんや施設さんとの連携を模索
したりしました。今のナカノ眼科
で同じことをするのはなかなか難
しいかもしれません。しかし患者
さんとの信頼作りは変わらぬ目標
だと思います。患者さん第一に、
時代のニーズもふまえ４診療所連
携していきたいと思います。

　ＪＲ京都駅前という地の利から
でしょうか、府外の方も多いです。
三重県や岐阜県の遠いところから
実家が京都だからといって来院さ
れます。そんな患者さんに、ナカ
ノ眼科で、受診して、コンタクト
レンズを着けて、良かったと思っ
て帰っていただく、を目標にして
います。コンタクトレンズの装着
でフィットしているかいないか微
調整を繰り返します。いろんな検
査も、気持ちを患者さんに近づけ
て行っています。一つひとつ細や
かに接することが患者さんの満足
につながると思うからです。
　今年も、さらに切磋琢磨する職
員であり診療所でありたいと思い
ます。

　65年前の開設以来の、また現在
の日本生命ビルに移転してからの、
地域の患者さんが来てくれていま
す。午前中は診察目的の方が、夕
方はコンタクトレンズの若い人が、
多いです。
　コロナ禍が続いて、毎日業務に
追われて、職員間では、なかなか
仕事以外のことでのコミュケー
ションがとれていません。仕事以
外のコミュケーションは、職場の
空気を変え、さらに患者さんへの
優しいまなざしや言葉遣いにつな
がる「栄養」と思っています。
　患者さんに、昔以上に満足と安
心をしてもらえる四条分院にした
いです。

　朝日会館診療所は1975年に開所
して47年になります。これもひと
えに患者様がこの診療所を信頼し
ていただいているからだと感謝し
ております。今春、当診療所はホ
テルオークラ京都地下２階へ移転
いたします。これを機に患者さん
のご期待にもっと応えられるよう
努力をし、新しい患者さんもお迎
えできるようにしたいと思います。
　「患者様に職員一人一人が寄り
添い、優しい眼差しと思いやりで
接する」この姿勢であり続けたい
と思います。新しい診療所は、患
者様とのより良い関係を育んでく
れるものと思っております。
　本年もどうぞよろしくお願いい
たします。

　京都医療生活協同組合の第１回
総代選挙管理委員会が11月30日開
かれ、2023年度総代選挙を次のと
おり行うことを決めました。
① 立候補・推薦受付期間＝2023年
１月21日（土）～２月20日（月）
② 総代の選挙区及び選挙区ごとの
定数＝事務所及び各診療所、
ホームページに掲示。定数百人。
任期２年。
③ 届出＝立候補・推薦の届出は、
所定の用紙により、総代選挙管
理委員会宛に行います。
④ 立候補・推薦が定数内のときは、
投票を省略して候補者全員を当
選とします。
＊問合せ先＝総代選挙管理委員会
　☎075-822-2286
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もっともっと患者さんに寄り添う年に！４人の思い、想い

家族、ボランティア、地域の人、
職員の楽しい交流の場になった「まつり」

講師の分かりやすい話を聞く参加者


